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円型蓄養池について

石狩川，石狩捕獲場における鮭親魚の

蓄養は，従来河川内で千Tなわ れて来た

が，水質，;l¥.流河川の条件は蓄養に適し

ているとはいえず，加えて早期のもので

は長期の蓄養 (20El ~20 Ll)を要する江

どのため，種々技術的に改善を加えられ

ながらも実効があがらなかった。そのた

め以前から根本的な蓄養方法の改善が望

まれていたが，昭和34年度陸上池での蓄

養を立案， ょうやく小規模ながら地下水

使用の円型池を建設，昭和34年度の蓄養

から使用した。初年度および本年度と 2

カ年間使用した結果から，蓄養池として

可成りよい結果を期待できる見通しが得

られたので， ここに構造特徴など紹介す

る。

I 池の構造 (Fig1参照j

池の構造は第 1表に掲げたごとく，鉄

筋コンクリート造り，約24坪の門型池で

第 13!'

材 質 鉄筋コンクリート

総 [1'0 積 78.5m' (約24坪〉
一llil.十 {モ 10m 

深 さ 1. 2m 

通常時水深 約O.8m

使 用 水 地下水

池下揚水のみを使用している。揚水には

5lP電動機付きヒューガルポンプ(補助

発動機付き)生」機i'1::汗ILているの水量

は 1Ii分最大 :!55.e，最小 1:15.e ， 子均約

150.e程度で，水ぬからの導水には 2吋ノミ

木村義

イプを使用している。在水は池縁の導水

溝を伝わり 6カ所から池内に注ぎ，中央

!底部から排水槽を経て排水されるり

E 蓄養の結果から

初年度は池の適否を検討するため複雑

な要素を一切除き，漸次方法の改こ菩を加

えて使用した。このため数字上の成績で

は必らずしもよい結果は得られなかった

が，長期蓄養にも関らず魚、体の損傷，そ

れに伴なう繁死などはまったくなく，充

分に初期の目的が達せられる見通しが得

られた。

蓄養数において成績の上らなかった理

由は，

管理上の不慣れて、揚水が停止したこと

揚水の絶対量の不足

揚水ポンプが古いため揚水量に不同が

あること

注水量が少ないため池の水が勉らない

(死水ができる〕

など，いずれも酸素不足で発死させたた

めである。このため本年度の使用に当っ

ては揚水量の増加を計るため，地下水量

の調査，揚水方法の改善，ポンプの取

替，導水ノ4イプの交換など計画したが，

これら経費の総てを現在赤字に瑞ぐ実施

体に一挙に負わせることは極めて困難な

ため，本年度は地下水調査にとどめて，

現有のままで技術的な改詩喜子力uえること

として事業を実施した。

すなわちポンプを補修する~)j， 排水



槽にパーチカルポンプ (8吋径， 880e/m 

in)を置いて再度揚水暴気して使用した。

この結果，毎分約 1tの水が循環注水す

ることとなり， ft分40m(最縁部〉の流

fig.J檎造図
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モニアなど)による苫も表われず，水の

再使用によって実質的に大幅な水量を確

保することができたの

目蓄養能力

オt
ヲf fj主
:jL E監さ
? 普段

下ーーニニ干み円戸市明サj

躍で池内の水が右廻りするためまったく

知内に死水ができず， O2不足による焼

死はまったく起らなくなった。また水の

再使用に当って憂慮された副産物(アン

再使用を行なわずに地下揚水のみによ

って蓄養した場合には 120尾程度〔最小

水量 135f/min，溶存O2量一地下水約O.

5ccl f， 暴気後注水約 6.Occ/ f) が 限



4. 排水槽にも注水できる構造として

撰別時の一時的収容池として利用す

る。
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蓄養ヰ~:.'!Rも河川の汚潟によって圧迫きれ

つつある前二今，得々の究明されるべき点

は残されてはいるが， 単なるがj川7)えでの

蓄養からl主なれて|注!て池を建J生L， _'}，i':; 

iN傷を|坊ぎ能力についても効*的な見

。J

~である。パーチカルを用い再使用を行

なった場合は大幅に能力を憎した。 2カ

年間の使用では捕獲数が少なかったため

♀160尾を収容したのが最大で， 再使用

の|療の限界を確認することができなかっ

た。 ;:1算 i二では1， 000足以上の蓄養は IJj"

能であると思われる。

IV 池の特長

従来の河川内蓄養お上が角型陪 1:池に

lヒベて，
1. いわゆる μ つつかける"ことカ勺な

いので魚体のm傷が似めて少ない〕

~. -I:~:r~分に 1町がること 7J'~ :'乍く(恒!甘lili

f責がH?)Jである。
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V 改良すべき点

札花の池に改良を加えるとすれば次の

i罰点である円

1. 安全を期するため水源をJNL，揚

;J， t幾， .'淳7l¥1tを取り持えて揚水量を

JN-t() 

~. ~~!;:気糟を改良する日

ιっとも円安主不足を起しやすいの
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通しを得たことは今後の蓄養にとって充

分検討されるべき価値があると思考され

らなL、っこの問題について石狩蓄養池に

おし、ては単に O2 量をもって収脅限界を

るO しかしある意

味で， もっとも恵

まれた条刊ドで 1~}

たこれら見通しを

そのまま各地の建

設汁両lに発展させ

ること l工きjフめて

危険であり， (同々

の地下水足， jj('N 
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第 3衰の数値

min I実験 1 I II I III 

o ! 3. 4460cc/l I 3. 5445 I 3. 4460 

10 1 3. 0546 3. 3502 1 3. 2264 

15 I 2.9608 3. 0629 I 2. 9992 

20 I 2. 5632 2. 4646 I 2. 8626 

25 I 2.0701 2. 1687 I 2. 1687 

30 1 1. 9692 1. 9692 

40 I 1. 9399 2.0701 : 2.1440 

50 1. 7745 1. 8717 

60 I 1. 6751 1. 7736 I 1. 6751 

75 I 1. 6758 1. 5772 i 1.5772 

別式(蓄養尾数算出式)

N =_ACB_ ~3. 0) 
4.0 

N:蓄義尾数

A:揚〔注〕水量 Cs /min) 
B :i容存O2量(詑水口)(ccj s ) 

J 方 4 表

10 
第 H去の数値
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20 2. 1687 

40 1. 9707 

60 2.3482 

80 3.0629 

3.6255 

120 3.9920 
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グラフの説明

第 2表部養中の池内水温表

71'¥3表 県t親fれの 0，1肉質量:の実験

?fq表 向上，限界竜の実験 (1可月日せずとあるは魚体の安息状態を意味する〕

(企画課技官)


